
                               

 

□ 被爆８０周年 みんなで平和を考える □ 

 今日８月９日は「長崎原爆の日」「県民祈りの日」です。今年は長崎に原爆が投下されて８０年 

の節目の年。被爆者の方々の「長崎を最後の被爆地に」との思いをみんなで共有し、平和な世界 

を守るために、今、自分たちにできることを考えました。第１部は体育館で「平和集会」を行い 

ました。本の読み聞かせ、献鶴、各学年の平和宣言、そして「青い空は」をみんなで心を込めて 

歌いました。第２部は各教室で「平和学習」を行いました。まず原爆資料館を見学した５年生が 

１年生から６年生までの各教室を訪問し、原爆や戦争、平和について、学習したことを発表しま 

した。その後「平和祈念式典」を視聴しながら、１１時２分、黙とうを捧げました。これからも 

平和な世界が続くよう、子供たちと平和について考えていきたいと思います。 
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三重小学校は 近隣の幼稚園・保育園と連携して 「あ ・ は ・ は運動」に取り組んでいます 

（あ）あいさつ・返事 元気よく （は）早寝・早起き 朝ご飯 （は）はきものそろえ いい気持ち 

児童会の子供たちが平和集会の司会を務めました 「青い空は」を心を込めて歌いました 

どの学年も５年生の発表を真剣に聞いていました 平和な世界を祈念して黙とうを捧げました 


